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２００５年３月１５日

株式会社リコー

代表取締役社長　桜井　正光

中期経営戦略中期経営戦略

●第１４次中期経営計画の総括

●第１５次中期経営計画について

本日お話しする内容本日お話しする内容
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第１４次中期経営計画の総括第１４次中期経営計画の総括
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中期基本戦略の概要中期基本戦略の概要

第14次中経

■事業構造変革
　主要戦略　①ＢＣ変換
　　　　　　②高速機拡販
　　　　　　③ｿﾘｭｰｼｮﾝ展開

■海外事業強化

第13次中経

■技術力の更なる強化

第12次中経

■ＣＳ経営

■デジタル強化

■ＭＦＰ強化

■全社構造改革
・ＢＣ変換 ：ﾓﾉｸﾛ機からｶﾗｰ機への変換
・ＭＦＰ　　 ：Multi Function Printer
・ＣＳ　　　 ：Customer Satisfaction（顧客満足）
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事業構造の変革

ＢＣ変換

高速機拡販

ソリューション
展開

カラー機ラインナップ
の強化
最強エンジン搭載機
の商品化

カラー化率の向上
　 （01年度）（04年度3Q）
国内： １８％　 　 ３４％
海外：　 ７％　 ２９％

ﾘｺｰﾌﾟﾘﾝﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑｽﾞの
獲得
販売体制強化

高速機マーケットシェア
の拡大

ｿﾘｭｰｼｮﾝﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの提供
カスタマイズ対応力強化
ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ、ﾄｰﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝ

大手顧客との取引拡大

主要戦略 戦略展開 主な成果

●主要戦略の成果

6

事業構造の変革

●事業分野別売上構成推移
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第１５次中期経営計画について第１５次中期経営計画について
（（20052005～～20072007年度）年度）
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グループビジョングループビジョン

すべての行動を顧客起点で実践し、お客様に高く評価されている

新たな価値創造の継続した提供により、信頼を獲得し、成長と発展を続けている

ステークホルダーにリコーらしさが明確に認識され、グローバルなブランドが
確立されている

２１世紀の勝利者２１世紀の勝利者

顧　客 １．世界一の商品

社　員

株　主

社　会

２．お客様とのゆるぎない信頼関係

３．元気のいい会社

４．卓越した業績

５．企業の社会的責任を果たす

顧　客
企
業
価
値
の
増
大



２００３年度　方針発表 5

9

IJ-
P/MFP

IJ-
P/MFP

MFP/LP/IJ市場動向の認識MFP/LP/IJ市場動向の認識

●モノクロは成熟しているが、市場規模が大きく安定的
●カラー化に成長の大きな機会あり

（2004年～2007年）

’04-’07

CAGR

ｶﾗｰMFP

ｶﾗｰLP

ﾓﾉｸﾛ
LP

ﾓﾉｸﾛ
LP

*ﾊｰﾄﾞ＋ｻﾌﾟﾗｲ
市場規模

市場規模

ﾓﾉｸﾛ
MFP
ﾓﾉｸﾛ
MFP
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お客様のニーズの多様化

市場環境の認識（顧客）市場環境の認識（顧客）

● ワンストップ、トータル ソリューション

● ＩＴシステムダウンサイジング

● カラープリンティング

● いつでもどこでも
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市場環境の認識（他社動向）市場環境の認識（他社動向）

● カラー機強化

● 重点化

● 低価格攻勢

● ソリューション展開

競争激化

12

リコーには収益基盤拡大のチャンスあり！リコーには収益基盤拡大のチャンスあり！

自社のコアコンピタンス自社のコアコンピタンス

コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
・
強
み 人材・資金力

画像処理・情報処理融合技術 グローバル展開力

画像技術 ソリューション提案力

フルラインナップ商品 顧客接点力〔営業・ｻｰﾋﾞｽ〕

顧客ニーズの多様化 競争激化
環
境
の
変
化
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成長戦略成長戦略

社会動向社会動向市場動向市場動向

マクロ経済動向マクロ経済動向

技術革新技術革新

競合動向競合動向

リコーのコアコンピタンスリコーのコアコンピタンス

成長戦略成長戦略
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業績目標業績目標
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２３,０００億円
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２００７年度(目標）

　２００７年度　売上高２.３兆円
　　　　　　　　　営業利益率１０％超

　２００７年度　売上高２.３兆円
　　　　　　　　　営業利益率１０％超

売上高（億円） 営業利益率（％）

１８,１５０億円
１,４７０億円

２００４年度(3Q時見通し)

１６,７２３億円
１,２９６億円

２００１年度(実績)

ＥＰＳ １８６．４１円１１５．０７円８８．２７円
当期純利益 １,３７０億円８５０億円６１６億円

ＲＯＡ １１．０％７．４％６．４％
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成長領域成長領域

エマージングエマージング
マーケットマーケット

産業領域産業領域

成長機会成長機会

・中国
・その他地域

・既存事業
・新規事業

既存既存領域領域 新規新規領域領域
プリンティングプリンティングプリンティング

・オフィスカラー
・ソリューション
・ＯＥＭ

・基幹系ﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ
・ＧＥＬＪＥＴﾌﾟﾘﾝﾀｰ
・ＰＯＤ‥
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成長戦略の構造成長戦略の構造

顧客価値
創造

売
上
と
利
益
の
拡
大

高効率
経営

オフィス

産業

その他

ＭＦＰ

ＬＰ

ＧＪ
成長の核成長の核

選択と集中の徹底選択と集中の徹底

技術戦略

構造改革構造改革超低コスト
資本の有効活用

技術的差別化技術的差別化

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
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個別事業戦略について個別事業戦略について

ＭＦＰ事業
　 ●カラー機ラインナップの一新
　 ●ソリューションによる収益力強化

ＬＰ事業／ＧＪ事業
　 ●ハイエンドプロダクションプリンティング市場への本格参入
　 ●ローエンド商品強化

●選択と集中の徹底
●成長領域への積極的投資

オ
フ
ィ
ス

産
業

経
営
効
率

●基幹プロセス改革（ＳＣＭなど）

●開発拠点の集約

18

成長戦略を支える技術成長戦略を支える技術

ＭＦＰ ＬＰ 産業

ＧＷアーキテクチャー

キーデバイス
キーモジュール

ソリューションプラットフォーム

ＧＥＬＪＥＴ技術

ＧＪ

・
・
・

最強エンジン

環境技術

セキュリティ技術

戦略技術
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新たな成長にむけて新たな成長にむけて

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度

キャッシュ創出 新たな成長成長のための先行投資

成長のための先行投資

カラー化戦略の加速
研究開発強化
事業の選択と集中
構造改革

成長エンジン

ＭＦＰ（収益エンジン）
ＬＰ（成長の核）
ＧＪ（成長の核）
産業（選択と集中）

前倒し前倒し

先行投資先行投資

利益貢献利益貢献

20

業績目標業績目標

２００７年度　

　売上高 ２３，０００億円

　当期純利益 　１，３７０億円

企業価値の増大
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本資料に記載されているリコーの計画・見通しのうち
歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通
しであり、これらは現時点で入手可能な情報から得ら
れたリコーの経営者の判断に基づいております。

実際の業績は、さまざまな重要な要素により、これら
業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることを御
承知おき下さい。


